「事務系」リーダーによる技術的イノベーションの牽引 ～タカノ (株) における新規事業開発事例～ by 坂上 光一




























































































































































































































































タカノ株式会社の 1941 年（昭和 16 年）、鷹野忠良氏にて創業される。鷹野忠良は、




















































































ばね製品の工場再編として、1960 年（昭和 35 年）7 月、巻きばねとトーションバー


















































1958 年（昭和 33 年）から始めた他社からの受注活動の結果として、カメラ関連の
精密プレスの製造を行う試みがされた。しかし、売上の柱となるほどに至らないまま








































































間、安定的な受注と事業の採算性向上に苦しんでいる中、1968 年（昭和 43 年）に大
きな転換があった。新たな販路としてコクヨ株式会社との取引を開始することになっ
たのである。





























ね事業であったが、1968 年（昭和 43 年）より再び日本発条からの受注が上向くよう
になった。また、資金が十分でなく運転資金が厳しい局面であったため、1969 年（昭




た。品質面では、1972 年（昭和 47 年）には JIS 認定を受け、またそのことにより一層
受注増となり、さらなる工場設備、工程ラインの強化による生産能力の向上が図られ、
回転椅子、固定椅子、折りたたみ椅子を含めて、月産 20 万脚の生産能力を持つ向上へ
と躍進した。当時（1968〜1973 年）のタカノ全体での売上推移は、13 億 787 万円、18












次合理化ラインは 1975 年（昭和 50 年）に、折りたたみ椅子の Z シリーズラインは、
1976 年（昭和 51 年）に完成した。回転椅子、折りたたみ椅子とも業界最先端の合理
化ラインであり、製造コストが下がり、市場競争力が強化されたことにより、コクヨ















プが外形 32mm、厚み 4mm、曲げ時間 2 秒と、当時の市販機械を上回る能力であった。
このような動きを行っていた工作課は、全社的な、内製、自動化部門として開発部

























そのなかで自社製品を柱とした新たな事業領域への取り組みは、昭和 58 年 7 月より
始まる。その取り組みを推進したのは、6 月に専務取締役になった堀井であった（後





















































































































いる場合は、大学をはじめ外部に派遣したりして人材を育ててきた」（ 1989 年 4 月









































































































































































（出典：富士経済 画像処理システムの現状と将来展望 1998 より筆者作成）
図表 3.3.4-1 1996 年液晶カラーフィルター検査装置シェア
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CF 向けで 60％程度のシェアを持つ同社は、パネルメーカーのライン増設に伴う CF メー
カーの設備投資需要を捉える形で、02 年度の 50 台の実績から 90 台にまで大きく実績を
伸ばす見込みである。凸版印刷、大日本印刷といった国内 CF メーカー大手に加え、LG
フィリップス（LG マイクロン）、AU といった海外メーカーの CF 内製用にも実績を持
っている
(出典：富士経済 画像処理システムの現状と将来展望 2003 より筆者作成)








（出典：富士経済 画像処理システムの現状と将来展望 2003 より筆者作成）
図表 3.3.4-3 2003 年 PDP 検査装置シェア
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（出典：富士経済 画像処理システムの現状と将来展望 2007 より筆者作成）
図表 3.3.4-4 2006 年液晶検査装置シェア
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・創業 1941 年７月 1 日
・設立 1953 年７月 18 日
・資本金 20 億 1,590 万円
・従業員 452 名（平成 25 年 9 月 30 日）
（出典：タカノホームページより12 ）
◯ 沿革
昭和 16 年 7 月 東京府向島区（現東京都墨田区）において個人で鷹野製作所
を総合
昭和 28 年 7 月 各種ばねの製造・販売を目的として長野県上伊那郡宮田村に
資本金 30 万円で株式会社タカノ製作所を設立
昭和 29 年 8 月 長野県上伊那郡宮田村に薄板ばね、線ばね製造の宮田工場を
新設
昭和 37 年 3 月 ばねで培った技術をもとに、折りたたみばね椅子を開発
昭和 41 年 12 月 宮田工場内に椅子の製造ラインを設置
昭和 43 年 11 月 コクヨ株式会社と取引を開始
昭和 44 年 10 月 長野県伊那市に椅子製造の沢渡工場（現伊那工場「」を設立
昭和 48 年 8 月 社名をタカノ株式会社に変更
昭和 54 年 9 月 専用機、金型の設計、製作、販売を行うため、関連会社とし
てタカノ機械株式会社を設立
昭和 57 年 3 月 伊那工場内でエクステリア製品の製造を開始
昭和 58 年 12 月 長野県上伊那郡宮田村にエレクトロニクス関連製品製造の特
品工場を設置
昭和 60 年 8 月 長野県伊那市に高級事務用回転椅子製造の下島工場を新設
昭和 60 年 8 月 エレクトロニクス関連製品の電磁アクチュエータを開発、製
造・販売
昭和 60 年 6 月 画像処理装置第 1 号機を慣性
平成元年 3 月 長野県上伊那郡宮田村にエクステリア製品製造の南平工場
12 URL: http://www.takano-net.co.jp/about_takano/profile/ 閲覧日 2013 年 10 月 26 日
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（現画像処理検査装置製造）を新設
平成 7 年 7 月 日本証券業協会に当社株式を店頭売買銘柄として登録
平成 9 年 2 月 東京証券取引所市場第二部に当社株式を上場
平成 16 年 3 月 当社株式が東京証券取引所市場第一部に指定
平成 17 年 3 月 台湾における画像処理検査装置のメンテナンスおよびサービ
ス強化の目的で、台湾鷹野股份有限公司を設立
平成 18 年 3 月 韓国における画像処理検査装置の販売等強化の目的で、
TakanoKoreaCo.,Ltd.を設立
（出典：タカノホームページより13 ）

























































・工程管理 1969 年 15 巻 3 号 pp92-96
・日経産業新聞 1989 年 4 月 6 日付け
・日経産業新聞 1989 年 11 月 11 日付け
・日経産業新聞 1994 年 8 月 11 日付け
・日経産業新聞 1995 年 2 月 23 日付け
・日経産業新聞 1995 年 11 月 6 日付け
・日本経済新聞 1990 年 2 月 22 日付け 地方経済面 長野
・日本経済新聞 1993 年 7 月 30 日付け 地方経済面 長野
・日本経済新聞 1993 年 11 月 29 日付け 地方経済面 長野
・日本経済新聞 1993 年 11 月 30 日付け 地方経済面 長野
・日本経済新聞 1993 年 6 月 3 日付け 地方経済面 長野
・日本経済新聞 1995 年 9 月 19 日付け 地方経済面 長野
・日本経済新聞 1995 年 12 月 8 日付け 地方経済面 長野
○ インタビュー日時および場所
・2013 年 9 月 27 日 午前９時〜午前 10 時 30 分
場所：タカノ株式会社会議室
対象者：主管伊藤恒太郎氏、春日久男氏
・2013 年 10 月 29 日 午前 10 時〜午前 12 時
場所：タカノ株式会社会議室
対象者：宮下正光氏（同席：伊藤恒太郎氏、春日久男氏）
・2013 年 10 月 30 日 午前９時〜午前 11 時
場所：タカノ株式会社会議室
対象者：相談役 堀井氏
・2013 年 11 月 7 日 午前 10 時〜午前 11 時 45 分
場所：タカノ株式会社会議室
対象者：執行役員 玉木氏
・2013 年 11 月 8 日 午前 9 時〜午前 10 時
場所：タカノ株式会社会議室
対象者：代表取締役社長 鷹野氏
・2013 年 11 月 8 日 午前 11 時〜午前 12 時
場所：タカノ株式会社会議室
対象者：常務取締役 小田切氏
・2013 年 12 月 2 日 午後 2 時 30 分〜午後 3 時 30 分
場所：東京都内某所
対象者：相談役 堀井氏





( 出 典 ： 富 士 経 済 画 像 処 理 シ ス テ ム 市 場 の 現 状 と 将 来 展 望
2002,2003,2004,2005,2006,2007,2008 より筆者作成)
※ 2001 年データは入手できず
液晶検査装置：主には TFT 工程および CF（カラーフィルター）工程で採用
されている検査装置
( 出 典 ： 富 士 経 済 画 像 処 理 シ ス テ ム 市 場 の 現 状 と 将 来 展 望
2002,2003,2004,2005,2006,2007,2008 より筆者作成)
※ 2001 年データは入手できず
PDP 検査装置：主には電極検査およびリブ検査工程で採用されている検査装
置
